
令和元年７月１２日（金）、猪名川町文化体育館小ホ

ールにおいて開催されました。 

                  阪神地区青少年補導委員連絡協議会の多田会長が 

「緑豊かな猪名川町へようこそ」と挨拶され、「報告事

項」「確認事項（決議文）」と会は進み、閉会のことば

となりました。 

その後は研修会で、＝阪神地区青少年を守り育てる地域フォーラム＝ 講師は、大阪府認

定子ども家庭サポーター辻由起子氏。演題は、「子ども・若者の SOS を見逃さない！子ども

の声が聞こえますか」でした。 

皆さんにお伝えしたいこととして、ご自分の経験、体験をもとに講演して下さいました。 

 その内容として、自分の認識のゆがみに気づき自覚する。視野を広げると価値観も広がり、 

選択肢が増え、可能性が広がる。人は環境で育まれるので、家庭や地域でのつながり等が支 

えになる。 

 大人が意識してほしいことは、時代とともに価値観は変わり、人によって事情も様々。 

 「私の子ども時代は〇〇だった」これは、NG ワード。大切なのは信頼関係である。また、

説教も意味がない。行為を否定しても人格は否定しない。「可愛くば、２つ叱りて３つほめ、

５つ教えてよき人にせよ。」 

 ボランティアの活動を通しては、「困った時はお互い様」人は一人では生きていけないの

で、地域の中で、無理せず出来る事をする。そして、子どもを健やかに育むために、愛の鞭

ゼロ作戦として、子育てに体罰や暴言を使わない、人が人を育てる環境が大切である。 

 子どもが親に恐怖を持つと SOS を伝えられなくなり、相談できないと、いじめや非行など、

より大きな問題になる可能性もある。 

 親として、自分自身が、ストレスや困った時に、相談したり助けてもらえる友達や居場所 

があれば、なお良いと思う。子どもの成長過程を見守っていきましょうということでした。 

                 私の感想としては、子育ては終わっていますが、今ま 

                で自分の行ってきた事が、違っていたのかなぁと考え方、 

                価値観が変わりました。 

                 時代の変化とともに、子どもを守るには、大人が変わ 

                らなければならないと思いました。 
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1 日 木 立花地区理事会    14：30～

1 日 木 貴布禰神社祭礼特別補導 19:00～

2 日 金 園田地区理事会    10：30～

2 日 金 貴布禰神社祭礼特別補導 19:00～ 

5 日 月 大庄地区理事会    13：30～

6 日 火 小田地区理事会    10：30～

21 日 水 なでしこ部会     10：30～

夏休みに入り、学校から植木鉢を持って帰って
くる子どもたち。植物のお世話を通して、子ども
たちはたくさんの事を学びます。太陽のような大
きな花を咲かせるひまわりは、夏の花を代表する
一年草。太陽に向かって咲く、
この花の姿に、人は希望を見出
し、元気をもらえそうですね。
私たち補導委員も、ひまわり

のような笑顔で「愛の一声運動」
を続けていきたいと思います。

【大庄地区】

空き家があり、玄関に鍵がかかっ 

ていないので、子どもたちが出入り 

して遊び場所にしている。 

連絡があって、補導委員も巡回し 

ている。 

公園でエアガンを使って遊ぶ子ど 

もがいるので、気をつけてほしい。 

また、別の公園では、家庭ごみを 

出す人が多くいるので困っている。

7 月５日に福祉会館に不審者が入り込

み、内階段に化粧品等を一段に一個ずつ

置くという事があり、すぐに警察に来て

もらいました。物品は預けました。これ

からまた来るようなことがあれば、すぐ

に１１０番するように言われました。３

０才くらいの女性ですが、何が起こるか

わからない時代ですので皆様もお気を付

けください。 

J ボードを楽しむ小学生がいますが、道

路で遊んでいるため危険です。近くの住人

の方からの苦情もあります。

小学校で子どもがカラスに襲われる被害

があり、赤白帽を着

用して集団下校した

そうです。

各学校で夏休み前のミニ集会が行われま

した。どの学校も落ち着いた生活を送って

いるとのことなので、夏休みに向けて、地

域で見回っていかなければと思います。

体育祭の時、音響の調節

をして、小さな音になって

いるところがあり、現代の

問題だなと思いました。

環境調査で書店の店長さんにお

話を聞くことができた。 

「最近、中学生による万引きが

増えた。 

また、飲食物を持ち込んで書物

を汚したりすることがある。」と 

の事でしたので、学校には健全育

成協議会を通じて報告しました。 

小学校でプールが始まり、のぞき見す

る男性が地区内の 2校で目撃された。  

この事案を受けて、巡回、補導を強化

している。 

しばしば公園付近で、ユーチューバー

のような男性がいたる所を撮影してお

り、通行人も撮影されているので、どの

ように対処すればいいかと悩んでいる。 

            ７月６日（土）中央南生涯学習プラザで開催された「第６９

回“社会を明るくする運動”尼崎市中央集会」に参加しましま

した。

少年音楽隊のトランペット隊によるオープニング演奏やバト

ン隊によるバトン＆ダンスに心が和みました。
松井会長より、「立ち直ろうとしている人を温かく見守り、

犯罪や非行のない明るい社会を願う心優しいイメージマスコッ
ト『更生ペンギンのホゴちゃんとサクラちゃん』が運動を盛り上げてくれている。」とい
う話がありました。
基調講演では、神戸保護観察所所長 生駒貴弘様が「更生保護って何ですか？」とのテ

ーマで講演してくださいました。
犯罪や非行をした人の立ち直りを、社会の中で見守り、地域の力で支えていくことが

「更生保護」であり、彼らを見守り、地域社会の温かい心が必要なのですと、分かりやす
く説明していただきました。
私たち補導委員も、子どもたちの安心・安全のため、真心こめた「愛の一声運動」を続

けてまいりたいと思います。


